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■ 論文要旨 ■ 

 

「ＢＡＢＯＫ」は、開発プロジェクトの要となる超上流工程として、注目を浴びて

いる知識体系である。その本質を理解し、実際のプロジェクト体制作りから遂行プロ

セスを想定した中で、予測される課題を過去の経験から映し出して評価し、実践ツー

ルとして役立てる事を狙いとした。 

 

ここで、当社が多く手掛けている中小規模プロジェクトの製造業の生産管理システ

ムを想定し、業務を正しくＩＴ化する「仕組み作り」のメソドロジー(方法論)とし、

取りまとめる事を目指したい。  

 

 

 

 

 

 

 

 １９７５年 東海ゴム工業株式会社に入社

し、生産管理システム構築に従事する。 

退職後、業務システムエンジニアからコンサ

ルタントとして独立する。 

財務管理、ワークフロー、ＰＬＭソリュー

ションなどに触れ、数多くのシステム構築ま

たコンサルテーションを展開した。 

 ２０１１年ユーテック株式会社の社員とな

り、アプリケーション企画、業務改革推進ア

ドバイザーを担当 
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１．はじめに 

１．１ 当社の概要  

当社は製造業が盛んな町である愛知県刈谷市において平成元年に設立されたソフトウェ

ア開発会社である。刈谷はトヨタ系企業が集中しており、その 2 次請け 3 次請けの企業ま

で含めると数多くの製造業の会社が集っている。その中において当社はそれらの企業向け

にＴＰＳ（トヨタ生産方式）を意識した生産管理のしくみ作りを提供している。また並行

して富士通の生産管理システムパッケージソフトである「ＰＲＯＮＥＳ」のアドオンカス

タマイズ作業も数多く実施している。 

 

１．２ 当社の取り巻く環境と課題 

 リーマンショック、東日本大震災、超円高の中で、中堅中小製造業に於いては、非常に

厳しい市場の中に存在している。当社は中堅・中小製造業様の生産管理システムをコアビ

ジネスにし、強烈な逆風である事は言うまでもない。 

この中で、より付加価値の高いサービスを模索しなければならない。当社のコアコンピ

タンスである生産管理システム構築ビジネスを放棄する事なく、よりよい顧客への提案と

失敗のないシステム導入を図る事が生き残る手段であり、愛知の製造業様への貢献をしな

ければならない。 

 

１．３ 生産管理システムの失敗を防ぐ 

 生産管理システムの導入失敗は多く語られる事はなくても、数多く発生している様であ

る。例えば、失敗した為、他社パッケージ導入を検討している話はよく耳にする事である。 

製造業にとって、生産管理システムは経営戦略上の大きな柱である中で、その失敗を顕在

化し修正しなければ、そのつけは、製造現場に転化される事になり、急激な変化に対応で

きず、収益の悪化に繋がってしまう。 

では、今回のテーマである「ＢＡＢＯＫ」の思想また知識体系を活かし、失敗しないプ

ロジェクト運営を図る為、当社における生産管理プロジェクト取組指針として取りまとめ

てみた。 

 

2.BABOKの本質を探る  

２．１ あいまい開発  

 「顧客の要件定義があいまいなまま開発を進めたために、手戻りが発生して損失を出し

た。最大の問題は、システム開発プロジェクトの要となる超上流工程で、システム化本来

の目的をＳＩｅｒと顧客が共有する体制を、築いていなかったことにある。開発の目的を

理解せず顧客に言われたままに動くだけでは、“御用聞き”から抜け出せず、失敗を繰り

返すだけだ。こうした問題を乗り越えるため、ビジネスのニーズを正確にとらえて問題解

決策を提示する工程である「ビジネスアナリシス」（以下、ＢＡとする）の能力を高めよ

うとする企業が増えてきた。注目すべきは、ＢＡ に必要な知識を体系化した「ＢＡＢＯ

Ｋ」（Business Analysis Body of Knowledge）を、役割を果たすための指針としているこ

とだ。ＢＡＢＯＫの活用で超上流工程を強化すれば、とかく御用聞きになりがちなＳＩｅ
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ｒの在り方を一新できる。」ITpro http://itpro.nikkeibp.co.jp/「さらば、あいまい開

発」より引用 

これは、超上流と言われるＢＡＢＯＫの狙いの一つである。そもそもシステム化の狙い

は、業務の仕組みを改革する業務改革プロジェクトとして発足する。システム化する事だ

けが目的ではない。只、ＳＥはシステム化する事が役割である為、システムの要件定義が

プロジェクトのスタートラインであった場合、先の「御用聞き(危機)」になる。 

ここで、「超上流」の必要性が叫ばれている。ＥＲＰパッケージ導入を図る目的のＩＴ

コンサルタントと超上流を担うビジネスアナリストと明らかに区別されなければならない。

顧客サイドも賢くならなければ、期待はずれのコンサルタントを受け入れてしまう結果と

なる。付け加えると、要件定義が完了すると顧客から離れてしまうことなく、運用テスト

時に、意図した仕組みとのＧＡＰをチェックする役割も果さなければならない。当初の契

約時から明確にしておくことが、コンサルタントの緊張感も生む。整理すると、超上流担

当者は、ビジネス要求開発、運用テスト、監査(運用・評価)工程を担うと考えている。図

－１に、要求開発の位置づけを示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図 － １    開 発 工 程 と Ｂ Ａ Ｂ Ｏ Ｋ の 位 置 づ け 

 

尚、ＢＡＢＯＫについて、筆者も当初間違った解釈をしていた点についてお断りしたい。

ＢＡＢＯＫの知識体系は要求定義工程の方法論を定義したものでない。またプロジェクト

の各フェーズを表現するものでもなく、ビジネスアナリシス作業を遂行するための方法論

でもない事を念頭に置いて頂きたい。 

作業プロセスのインプットとアウトプットの関連は示されているが、プロセスの優先順

位や評価基準などの詳細は全く触れていない。分かりやすく言うと、基本的な知識を体系

立てて整理したものである。 

http://itpro.nikkeibp.co.jp/
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２．２ 要求分析工程の必然性 

 ＢＡとはビジネスアナリシスの略であり、業務分析、要求分析である。外部または社内

コンサルタントが分析を行う必然性について事前に理解しておくべきである。 

1.部門間に跨る業務プロセスを理解し、全体を鳥瞰しなければならない。 

2.中立な立場で、各部門の要求と部門間の矛盾を解消する必要がある。 

3.同様に、客観的に表現する指標を設定する必要がある。 

4.ユーザーにとって当たり前の事柄をかみ砕いて説明する必要がある。 

上記以外の必要性があるなど様々なユーザー毎の悩み、背景が存在している。経営者ま

たは、ＣＩＯは業務改革を行うステップとして、上記が業務改革上の必要条件であり、そ

の作業に携わる的確なスタッフが居て十分条件になる。この判断を飛ばして、単純にシス

テム屋に任せてしまうスタンスならば、失敗プロジェクトに陥るのではないだろうか、ま

たＳＩｅｒは利用者側との共有化プロセスを重要視し、かつ顧客側へ必要性を訴求しなけ

ればならない。 

 

(1) ＢＡの共有化プロセス 

・ビジネスニーズ、業務プロセス、ビジネスルールの現状分析結果の共有化。 

・各部門利害関係者のニーズ・シーズを引き出すプロセスと結果の共有化。 

・引き出し要求の構造化と現状から変革要求課題の分析作業と結果の共有化。 

・提案ソリューションと各部門利害関係者との合意形成プロセス。 

では、プロジェクト運営上のリスクについて言及したい。 

(2) 人材面でのリスク 

・マネジメント上層部からのサポートが不十分である。 

・プロジェクトマネージャーの力量が不足している。 

・利害関係者(ステークホルダー)による関与や参画が不十分である。 

・プロジェクトチームの熱意が不足している。 

・チームメンバーの知識やスキルが不足している。 

・該当業務を対象とする専門家、担当者のスケジュールが過密である。 

(3) プロセス面でのリスク 

・プロジェクトの投資対効果に対する検討が欠如している。 

・要件や成功基準に関するドキュメントが存在していない。 

・変更管理のためのプロセスが欠如している。 

・スケジュールの立案や管理が不十分である。 

・利害関係者間のコミュニケーションが円滑に行われていない。 

・リソースがより優先順位の高い別のプロジェクトに割り当てられている。 

ＢＡＢＯＫ に拘わらず、プロジェクトの遂行準備プロセスでは、以上のリスクを事前に

予防しておく事が肝要である。その中で、プロジェクトマネージャーの力量が重要な要素

となる。 

(4) プロジェクトマネージャーの役割を再認識する 

プロジェクトを成功裏に収束する為に、プロジェクトマネージャーの役割は大きい。 掛

け声が大きいだけのリーダーシップだけでは務まらない。資質が大きく左右するシーンが

数多く存在する。リーダーシップ、コミュニケーション(会話力)、ネゴシエーション(交渉
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力)、課題解決力、センシティビィティ(感性)、コラボレーション(協調性)等の資質が要求

される。 経営者から利害関係者並びにコンサルタント、アーキテクトなど、専門家とのコ

ミュニケーションの中、敏感に状況を察した行動力が要求される。鈍感ではダメである。 

では、敏感である為には、業務知識から専門的な分野に至る浅くとも幅広い知識がなけれ

ば、最初のコミュニケーションが成り立たないのである。当然、会社独自の表現や風土が

あり、初めて聞く言葉や業務プロセスが存在する。知ったかぶりをせず、確認作業を実施

する事である。聴くだけでなく、出来る限り現地・現物を見て確かめれば、説得力が生ま

れて来る。現場を知らないとユーザーとコミュニケーション上の温度差が生じてしまうば

かりか、誤解の元になるケースが多い。プロジェクトマネージャーは、ＩＴ領域から経営

システムという領域へと視野を広げて対処しなければならない。 

 

(5) ソリューションを再認識する 

最終ゴールは、経営システムを構築する事である。 

ＢＡＢＯＫはソリューションと呼び、その構造は次の三つから構成されている。 

・人と組織 

・業務プロセスとビジネスルール 

・情報、ツールと設備 

開発システムは 3番目の範疇であり、全体からみれば一部の役割でしかない。 

 

(6) 要求を再認識する 

経営層からの想いや、事業計画は抽象的かつ目標値の根拠は明確でない事が多い。その

中で、要求をブレイクダウンしなければならない。 

経営課題の解決や目標達成の為に、各ステークホルダ(利害関係者)に対して、必要とす

る条件や性能や能力(人材も含む)を可視化する。ビジネスルールや規制・規約・仕様など

を満足しなければならない。また、現在から未来に向けた、企業の将来像の記述も要求さ

れる場合があるかも知れない。  

以上の表現の羅列は非常に抽象的になる。ＢＡＢＯＫはその要求レベルを体系化し、そ

の知識体系を標準化するものである(図－２)。では「ビジネスアナリストは、組織の構造

とポリシーおよび業務運用について理解を深め、組織の目的達成に役立つソリューション

を推進するために、ステークホルダー間の橋渡しとなるタスクとテクニックを遂行する」 

ソリューション:組織の現状に加える変更の集まりにて、ビジネスニーズを満たし、問

題を解決するもの。 

タスク:アウトプットとして何らかの結果を達成し、スポンサー組織に対して価値を創

造するもの。 

テクニック:ビジネスアナリシスのタスクの実行方法をナビするもの。もしくは、タス

クのアウトプットの具体的な形式を規定するもの。 

 

 

 

 

 



 

- 8 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図－２ BABOKの知識エリア 

       出所：「ビジネスアナリシス知識体系ガイド(BABOK®ガイド）Version 2.0」：IIBA®日本支部 

 

表-1 要求の種類 

項 要求レベル 定義    

01 ビジネス要求 

・会社組織全体の業務目標、業務改革テーマを指す。 

①プロジェクトの定義、目標、成功度を測るメトリクスなど

を記述 

②組織ニーズを記述 

⇒エンタープライズアナリシスを通じて作成する。 
 

02 
ステークホルダー

要求 

・部門単位の個別要求を顕在化させる。 

①ビジネス要求とソリューション要求を記述 

②ソリューションとどの様に拘わるか記述 

⇒要求アナリシスを通じて作成する。 
 

03 
ソリューション要

求 

・ビジネス要求とステークホルダー要求に適合したソリュー

ションを定義 

⇒要求アナリシスを通じて作成する。 

 

 

① 機能要求 

①ソリューションがマネジメントする機能・振る舞いを記述

した要求 

②ITアプリの視点から機能や能力について記述 

② 非機能要求 
①ソリューションの機能に直接関係ない条件を記述 

②品質、補助的要求を記述 

04 移行要求 

・現在の状態から革新後の姿への備える機能や条件 

①移行後に不要となるデータ移行作業、スキル、条件を記述 

既存ソリューションと新ソリューション記述が完了後着手す

る 
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３．BABOK を遂行するスキーム  

３．１ プラモデルプロジェクトからの脱皮 

製造業の失敗事例について、改めて言及したい。ＳＩｅｒの失敗要因は、次のケースが

多いと聞いている。製造業の一般業務知識不足、生産管理の知識・経験不足、現場・経営

課題の認識不足、問題意識の欠如などである。それは、現場(生産現場のみではない)を視

ない姿勢がそもそもの始まりである。様々なシーンにて、現場を意識した思考力が身に付

いていかなくなってしまう。結果として、客観的な事実に対して、気を配らない。また興

味がないと思われても仕方がない。現地・現物を見ない三現主義の欠如である。 

要求レベルに対して、掘り下げたコミュニケーションが出来ないなど、現場との温度差

が生じてしまう。 

従って、言われたままのニーズがバイブルになり、「かっこよいプラモデル」を作って

しまう。見かけはカッコいいが、本質からずれてしまい、走らない、動かない仕組みとな

ってしまう。筆者として、真の使い勝手のよい仕組みは、ソリューションコンセプトをほ

どよく反映した画面設計の巧拙が重要なポイントであると考えている。図体が大きく、運

用コストが掛かる車より、小回りが利き、燃費のよいコンパクトな車でよい。 

 

３．２ ＢＡは要件定義、テスト工程にも拘わる 

現場を知り、業務が分りかつプロジェクト目的をよく知るＢＡは、どの様な振る舞いを

したらよいだろうか、殆どの場合、画面設計はＳＥの提案より、レビューを通じて軌道修

正されているが、ＢＡが最初に画面設計指針(ポンチ絵など)を描くべきである。  

このステップを通じて、振り返りが出来、ソリューション品質がキープされると考えて

いる。また、画面設計上の制約事項やメリットの説明等々、ステークホルダーに対して、

納得性のある説明がされなければならない。納得性とは、経営環境から要求分析を通じて

得た成果を根拠にしているからである。同様に、パッケージの画面説明時も適用根拠を説

明しなければ、単なる商品説明になってしまう。 

そして、ＳＥは、画面設計上の標準化を行い、詳細データベースと整合性を取りながら、

基本設計を完了すればよい。従って、ＩＴの要件定義工程もＢＡの役割は重大である。 

即ち、コアとなる画面設計は基本設計工程ではなく、要件定義工程にてなすべきと考えて

いる。開発コストや後工程からの手戻りなどに大きく影響する事は誰しもが認める事と思

う。開発工数見積は、コアとなる画面イメージやプロトタイプから、各ステークホルダー

との合意形成を図ってからにすべきと考えている。 

 

さらに、ＢＡＢＯＫの知識体系は適用されるパッケージ等々のソリューションに対し、

要求パッケージと比較評価するプロセスを必須としている。  
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４．知識体系と当社のテクニック 

ここから、当社の考えるＢＡのアプローチを知識体系と対応し、テクニックも含めを記述

した。また、表内の朱書きは「ワンポイント」メッセージである。 

 

４．１ 知識体系説明と当社のＢＡアプローチ 

（１）「２．計画とモニタリング(監視)」は、プロジェクト活動のガバナンス力 

プロジェクトマネジメントに相当する知識エリアであり、ステークホルダー分析が重要

な作業であり、人間関係の構築と組織の分析になる。(表－２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－２ 計画とモニタリング(監視) 
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（２）「３．引き出し」の成否は、ＢＡの基礎コンピテンシーとテクニックに依存する 

 留意する点は、引き出しを行う前に、エンタープライズ分析結果が重要なインプットに

なる。  

 

表-３ 引き出し体系 
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（３）「４．要求のマネジメントとコミュニケーション」のゴールは提案力と合意形成 

ここは、要求の引き出しから、ソリューションスコープの合意とＲＦＰ作成を行う。 

 

 

表－４ 要求のマネジメントとコミュニケーション体系 
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（４）「５．エンタープライズアナリシス」は、「ビジネス知識」と「人間力」が必須 

ここでは、分析力が試される。ビジネス知識が必須である中で、当該プロジェクトの解

決課題とゴールイメージを持ち、仮説検証的に進める必要がある。外部環境は、詳細なヒ

アリングをしなくても、把握する事は可能である。また精通していない領域については、

本などを通じて事前知識を獲得しなければならない。 

分析工程では、聞きなれない「業界用語やローカル用語」が飛び交うが、後々のコミュ

ニケーションを円滑にする為に、その場で知らない言葉を聞き、理解しなければならない。 

 

表－５ エンタープライズアナリシス体系 
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（５）「６．要求アナリシス」は、「地頭力」のあるモデリング力が要 

有名企業の入社試験で話題になった「地頭力」について、次の様に理解している。 

・結論(ゴール)から考える ⇒「仮説思考力」 

・財務(仕訳を意識して)まで全体を鳥瞰して考える ⇒「フレームワーク思考」 

・抽象化しモデリングする。 ⇒「抽象化志向力」 

そして、クリティカル・シンキングと同義語と思うが、ステークホルダーから引き出した

要求に対して、ゴールを仮置きする演繹的手法により思考する。その中で、仕組みを高い

位置から見て「モデリング(可視化)」を行なう。モデリング成果物例として、次の３例を

示す。 

・ビジネスモデル別工程図:モノの加工と移動そして商流を可視化する。  

・新業務フロー:新業務の流れをフロー図として、部門役割と部門の業際を可視化する。 

・情報機能関連図:情報化機能の関連を可視化する。 

即ち、ものづくりのモノと金の流れと情報を可視化する事により、ビジネス・ケースと

突き合わせる事が容易になる。 

 



 

- 15 - 

表－６ 要求アナリシス体系 

（６）「７．ソリューションのアセスメントと妥当性確認」は「落とし所に落とす」 

提案ソリューションは、力強い運用管理が伴って、ソリューションが実現する。それは、

ＣＩＯと利用部門の仕組みに対する「情熱と運用力」であると思う。 

ＢＡＢＯＫは導入後の評価も実施しなければならないと定義している。ＢＡが導入後の

評価も念頭に置いて取り組む姿勢を要求している。即ち、プロジェクトが終了しても、仕

組みを適時、検証すると伴に、改善活動に従事しなければならない。 

以上の中で、「行き当たりばったりのシステム構築」から「戦略」を背景にした、落と

し所に落とす「ビジネスモデリング力=提案力」がプロジェクトを成功裏に導くと考えてい

る。  

 

表－７ ソリューションのアセスメントと妥当性確認体系 
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４．２ 生産管理プロジェクトへのアプローチ 

ここから、当社のアプローチ指針を先の表に定義しているが補足説明をしたい。プロジ

ェクト遂行には、作業順序が見えていないとスケジュールを立てようがない。 

当社として、生産管理プロジェクトを想定し、知識体系が実践できる場へと降りる事を

目指している。 

 

知識体系は、計画と実践とマネジメントと大きく分かれている。 

単純に言えば、ＰＤＣＡである。では、そのサイクルを素早く回しながら、かつ後工程に

影響しない様にＣＡを行う作業を素早く、遂行するに他ならない。以下に、遂行プロセス

案を順に記した。 

 

４．２．１ エンタープライズアーキテクチャ 

まず、プロジェクト準備プロセスを設けたい。知識体系では、「エンタープライズアー

キテクチャ」と呼んでいるが、その作業自体は表現されていなくインプット情報として定

義してある。「事業構造、組織の目標、外的環境」など、会社の置かれている立ち位置で

ある。これくらいは、プロジェクトが始まる前には準備されていると言う事だろう。 

ここで、プロジェクトの定義や事業モデル(社内外との情報とモノの流れ)を定義する事か

ら始まり、受給に関するリードタイムなど事業特性を理解しなければならない(図－３)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ プロジェクト定義と事業モデル 

 

 

 

※４：期間は、仮置きである事を 

オーソライズしておく。 
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４．２．２ 計画とモニタリング 

 プロジェクトマネジメントである当該機能は、各計画と進捗管理について、各ステーク

ホルダと調整する機能である。その準備の為、最初に各ステークホルダと会合を持ち、分

析を行う必要がある。ブロジェクト機能毎のキーマンは誰か把握しなければ、各計画内の

お客様役割も定義出来ない(図－４)。また、人間関係づくりも必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ ステークホルダ分析 

 

４．２．３ エンタープライズアナリシスと引き出し 

 「引き出し」を行う以前に、現状分析を行っておく。ヒアリング作業前に、仮説に基づ

き現在あるデータや帳票類を抽出し、スタディし分析を行う。さらに、現状システムの調

査も含まれる。これらの作業の中で、事前インタビューのプロセスを実行する事により、

分析結果の裏どりを行いながら仮説検証も兼ねる事になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 要求分析ツリー例 
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以上の分析と引き出した要求体系をモデリングした例は図－５である。但し、会社の実

力即ち実現可能性は組織と相談をしなければならない。組織を再構築する必要性があれば

提言する勇気も必要になる。 

言い方を変えれば、運用が困難な仕組みはプラモデルになってしまう。要求変更するか、

２次計画の範疇に含めるなどのネゴシエーションをしなければプロジェクト運営が行き詰

まる。ここで、ソリューションスコープが定義される。 

 

４．２．４ 要求のマネジメントと要求アナリシス 

 引き出した要求とソリューションスコープ、評価指標に基づき、要求パッケージとして

まとめる。  

大切な事は、ゴール（図－６）を定義し、枝葉の議論になった場合など、ゴールに戻る

事で全体最適への意識を改めて共有化出来る。部門間の対立がある時も「そもそも論」を

展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ ゴール定義とＴｏＢｅ情報関連図 
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４．２．５ ソリューションのアセスメントと妥当性確認 

 合意されたソリューションに対して、本番運用を迎えるべく、移行作業計画を立案する

事が主要プロセスになる。運用手続きと調整作業が鍵を握る事は明白な事実である。折角、

苦労して構築したシステムが崩壊とは言わなくても使われない機能になってしまった事例

は多い。 

社外との運用上の調整はソリューションスコープが確定した段階から行う必要性を感じ

ている。導入前には、社内外の説明会等々が必須であり、ステークホルダーは社外にもあ

る事を念頭におかなければならない。 

 

特に、基準情報となる部品表をいつも新鮮な状態に保たなければならない。誰が責任を

持ってメンテナンスし、そのチェック体制も大切な決め事になる。この段階で、構築した

仕組みの悪さが、顕在化される事もしばしばあると思う。 

では、このステップを踏まずに本番稼働を迎えると、「ドタバタ劇」が生じてしまう。 

移行プロセスに辺り、ＢＡの役割は非常に重要である。 

 

５．今後の取り組み 

５．１ テンプレートの準備 

 図－７にあるＤＦＤのフォームにて、作業手順と成果物テンプレート、さらに評価基準

を作成する予定である。この作業は実践を通じて検証しながら定義していきたい。 

 各作業は顧客との協働作業である事は言うまでもなく、顧客が納得の上実施しなければ

ならない。ＢＡアプローチ計画を説明出来るドキュメンテーションから必要となる。当社

独自のＢＡＢＯＫ準拠生産管理構築テンプレートを構築する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ ユーテック知識体系ＤＦＤ 
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６．おわりに 

 導入スタイルがパッケージであろうがスクラッチ開発であろうが、要求定義プロセスは

必須である。グローバル化が進む中で、国情によって、ビジネスモデルが異なって導入さ

れても不思議ではない。国内で稼働していた仕組みを単純に移行しても、まともに稼働し

ない話をよく聞く。システム開発以前の問題を解決しなければならない事が多い。  

作業者の入れ替わりが激しい中国を例に取ると、現在行っている作業そのものが、標準

化されていなければ、まず標準化を行う事が必要と思う。それは、現地スタッフが、標準

化の必要性を理解し、納得していなければ単なる押し付けの仕組みになり、定着しない。

素晴らしいシステムも、運用上の問題点をクリアしなければ全てが砂上の楼閣となる。  

 

また、部品表精度を例に取ると、工程設計を行っている部門は生産技術部門であるが、

部品表を保守する部門は生産管理部門である場合、生産技術部門と生産管理部門との情報

連携にタイムラグが生まれたり、登録ミスに気が付かない事態が発生する。 

また、生産技術部門が部品表を保守をしても、原価企画など生産技術部門業務にメリッ

トのある仕組みが提供されなければ、保守そのものが形骸化していく運命になるかも知れ

ない。そして、コストを掛けた計画スケジューラーが使い物にならなくなる。世の中は、

ギブアンドテイクにて成り立っているからだ。部門間も例外ではない。 

 

では、インドや中国のＳＩｅｒが台頭している中で、当社を含む国内のＳＩｅｒは開発

ツールばかりでなく、生産管理の本質論やグローバル化対応を含めた運用ノウハウを持た

なければ埋没する。知識体系内の一番目にある「基礎コンピテンシ」を磨く事も絶えず継

続しなければならない。 
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